	平成29年度第２回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成29年７月27日　木曜日　午後６時00分から午後７時35分まで
大阪府公館

	（茨木市　江菅氏）
発言内容
ビオトープに関していろいろと取り組みをされており、僕もいろいろ地元で環境保全の取り組み、安威川をフィールドにしてやっていますが、今のやり方では、尻すぼみしてしまう懸念が非常に大きいと思います。やはり、里山全体の保全のような取り組みの中から種の多様性を保全していくというような、今はやりの言葉で言えば地域創生というのですか。そのようなプランニングをしていかないと、一過性のブームに終わって、ダム事業が完成してしまったら潮を引くように、保全対策についても何か知らない間になくなってしまったというようなことになるのを、僕は懸念しています。
　もともと僕はダム建設に反対していますが、それはそれとして、やはりこれ以上、山間部の開発をとどめるという意味においても、里山保全の観点から、環境保全というものをもう少し議論していただければと思いますので、よろしくお願いします。




